豊中市ふるさと納税返礼品の提案―授産施設によるブックカバー制作の企画とデザイン― by 矢内 仁美
106 　生活環境学研究 No.5 2017
卒業論文要旨
豊中市ふるさと納税返礼品の提案 
―授産施設によるブックカバー制作の企画とデザイン― 
矢内 仁美 
［指導教員：武庫川女子大学教授 黒田 智子］ 
 
 キーワード：産学官連携，ふるさと納税，ブックカバー，授産施設，デザイン 
  1.研究の背景と目的 
黒田研究室では，2016 年 1 月，豊中市からふるさと納税
返礼品の企画・デザインの依頼を受け，卒業研究として取り
組むことになった。 
豊中市は，ふるさとを応援したい，貢献したいという想い
を寄付の形で実現するというふるさと納税制度（総務省が主
催する自治体への寄付，2008 年導入）の趣旨に鑑み，これ
まで高価な返礼品の提供によらない広報活動を行ってきた。
今年度から，長年にわたり寄付によって豊中市を応援してく
れた方々に感謝の意を表すとともに，ふるさと納税への関心
が高まっている昨今の機会を活用し，市民及び市外居住者に
本市の魅力を知ってもらえるようなものを返礼品として贈る
ことになった。 
他の自治体間の特典（返礼品）競争との差別化を図るため，
豊中市から示された返礼品の条件は以下の 6 点である。 
（1）すべての世代に喜ばれ，邪魔にならない 
（2）日常生活で使用できる 
（3）“豊中市らしい”と感じてもらえる 
（4）地域資源である授産施設 1)の授産製品 2)を活用する 
（5）価格帯は 2000 円程度 
（6）返礼品作成の経験が，授産施設による製品の市場参入 
のきっかけとなり，施設利用者の自立へと繋がる 
 
2.豊中市のふるさと納税の状況 
ふるさと納税の納付者は，豊中市在住者が大半を占めてい
る。現在は返礼品の品物としての魅力からふるさと納税の自
治体を決める風潮があるように思う。これまで返礼品を用い
なかったことから，豊中市は，返礼品に関係なくふるさと納
税を行う納付者が多い市であるということが分かる。（図
1）また，高齢になるほど納付者が多く，長年住んで良かっ
たという経験が大きな要因ではないかと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 豊中市ふるさと納税の寄付の状況 
3.返礼品の企画・デザイン 
3-1 ブックカバーのコンセプト 
7 ケ所の授産施設を見学した際，全ての授産施設には販売
促進への意欲が感じられた。一方，各施設の製品を検討した
結果，残念ながら返礼品にふさわしい水準に達していないと
判断した。また，技術が部分的であるため，製品の種類が限
定しがちである。中には，生産しても需要が無いため在庫を
抱えている施設もある。 
このことを積極的に捉え，複数の施設が得意な技術を出し
合って，ひとつの製品を制作することを提案することにした。
具体的には，“豊中市にしかないブックカバー”である。も
らって困るものではないし，良い製品であれば感謝を表す返
礼品として相応しいものではないかと考えた。見学した授産
施設の中から 3 軒を選び，それぞれ手織りの布，刻印（研究
室でロゴをデザイン）入りの革のしおり，裁断・縫製・包装
作業を提供して頂くこととなる。相互の技術を活かし合う複
数の施設のコラボレーションは，豊中市らしい“たったひと
つ”の返礼品という魅力を持つのではないかと考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 完成したブックカバー（在庫の手織り布を使用） 
 
3-2 ロゴマークのコンセプト 
 ロゴマークをデザインするにあたり，他の自治体などのロ
ゴマークと重複しないことが必要である。さらに今後の返礼
品でも使い続けることができるデザインでなければならない。
また，受け取り手が一目見てふるさと納税の返礼品であると
わかるような，特徴のあるものにすることが求められた。そ
れに応えるため，市の木，花，形・位置などをテーマに 17
案を提案した。市からの要望を最も満たす案として，
「FURUSATO」と「TOYONAKA」の文字を基盤に，「O」
を〇に読み替えて，授産施設や市民が互いに手を繋ぐことで
広がる無限大の可能性を表現したものに決定した。（図 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               
 
3-3 布のデザイン 
 ブックカバーの本体は，大量に在庫となっている多様な色
柄の手織り布を活用する計画だった。返礼品の発送はおそく
とも 10 月の予定だったが，7 月末に在庫分だけでは足りな
いことが分かった。急遽不足分を織り上げてもらうために，
研究室で新たに布のデザインを提案することになった。緑豊
かな豊中市をイメージして先に裏地を選び，それに調和する
色の糸を組み合わせ，ブックカバーに合う大きさのチェック
柄を提案した。（図 4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-4 パッケージのコンセプト 
 返礼品としての気持ちを伝えると同時に，少ない予算を効
果的に用いることをめざした。本の帯のイメージで，ブック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カバー全体を巻くデザインにした。また，返礼品であるとい
うことが一目で分かるよう，感謝の言葉を前面に大きく掲げ
た。また豊中市は大阪空港を有する。飛行機が飛ぶ空の下に
返礼品製作に参加した授産施設があり，それらが相互に繋が
り合うイメージを表現した。さらに，革のしおりの下に∞の
記号を配置，しおりの下から無限大の感謝の表現が表れる。
その隣に，ロゴマークのコンセプトを置いた。（図 5） 
 
3-5 結果および考察 
 豊中市から示された依頼条件について，本学は納付者や授
産施設について何らかの貢献があったのかどうか，アンケー
トとヒアリング調査を実施した。 
結果として，やはり返礼品に関わらず寄付する方が多いこ
とから，返礼品を求めない声もあった。しかし，多くの方に
ふるさと納税の本来の意義に沿い，感謝の気持ちを送ること
ができたと考える。（図 6）授産施設では，今回の参加が施
設利用者のモノづくりへの意欲向上に繋がったとのことであ
る。また新たな製品展開のきっかけともなり，利用者の自立
に一歩でも近付く助けになったと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注釈 
1)身体および知的障害者，並びに家庭の事情で就業や技能取得が困
難な者に対し就労の場や技能取得を手助けする福祉施設のこと。 
2)授産施設で生産された製品。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 ロゴマーク 
図 4 新たにデザインした布のサンプル 
A:しおりに刻印 B:コンセプト 
図 5 パッケージデザイン 
しおりの下から∞現れ、「感謝が無限大」を表現 → 
図 6 完成したブックカバー 
B:デザインした布による製品（裏および表） A:在庫の手織り布による製品（裏地全 5 色） 
図 7 納付者アンケート：返礼品の満足度（2016.12現在） 
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